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みんなで目指そう明るい社会
青森・木村　朱音
　私は、誰かに自分の意思や決意が伝わってくれるほど、ありがたく嬉しいことはないと思う。自分の気持ちを理解してもらえて応援をしてもらえることは、何よりも力になるのだ。
そしてまた、この喜びを深く感じることができるときは、何か過ちを犯してしまったときだ。そのとき、誰かに手を差しのべてもらったら、人間は皆、「人間らしい」と言う言葉が似合う気情を感じることができるのだろう。私はそのことから、明るい社会のためにすべきことを考えた。
私は去年、中学二年の頃、ある過ちを犯してしまった。部活での大会のときに、不要物として禁止されている飴を先輩からもらい食べてしまった。そのゴミが後から見つかってしまって、大きな問題になってしまった。
それにより、もちろん先生方にも怒られた。その中でも、部活の顧問で、私をふくめた飴を食べてしまったメンバーの種目の担当の先生を特に怒らせた。怒らせたというよりは、ひどく悲しませてしまったという方があっているだろう。その日は話をしても、もちろんわかってもらうことができなかった。次の日は休みの日だったため、ずっとそのことを考えていた。自分は本当に馬鹿なことをしてしまったと心底自分にあきれ、あの時やめようと声をかければ良かったとか、せめて断わったり口にするのをやめとけばよかったなどと、数え切れないほど後悔ばかりした。

それと同時に、先生に対するたくさんの申し訳ない気持ちもとめどもなくなく溢れてきた。先生が、呼吸もまともにできてないほど泣き続けている私と同じような真っ赤な顔で言った。
「俺は今までお前達に何を教えてきたんだ！こんな低レベルなことか！？」

この言葉を頭の中でずっとリピートさせていた。

少し落ち着いてきてから、明日どうすれば先生に反省の気持ちと、二度と今回のような過ちはしないという決心と、これからの自分の取り組む姿勢が伝わるのかを必死に考えた。

そして次の日の部活動のとき、先生が私たちを呼び出して話をさせてくれた。私は話すとき、昨日言おうと思っていたことなどがすべて飛んでしまった。しかし、その時の自分の気持ちを正直に先生へ伝えた。先生は私たち一人一人の話を聞いたあとに、

「わかった、これからが大事だから一緒に切り換えて頑張ろう。」
と言ってくれた。

私はその瞬間、安堵と嬉しさと、何よりも言い表しようのない「ありがとうございます」で自分自身がいっぱいになった。
きまりを破り、恩師である先生を裏切るような行為をしてしまった自分を、先生は許してくれるだけでなく、私たちの気持ちをしっかり聞いてくれ、一緒に頑張ろうとまで言ってくれた。あの言葉が今の私にとってどれほど大きい存在なのかなんて、とてもではないが言葉では言い表せない。それほど、あの時の私にとっても、今の私にとっても、救いの言葉だったのだ。
この出来事をふり返ったことによって私は過ちを犯した人たちの立ち直りについて、世の中の人々がしなければならないことがはっきりとわかった。それは、手をさしのべ、社会に復帰しようと頑張る背中を押してあげることだ。もちろん、社会というとても大きな規模の中で犯罪を犯したということは、簡単に受け入れられるような内容ではないことは重々承知だ。しかし、それでもしっかりと罪をつぐない反省をして、これからは社会に貢献しようと死ぬ気ではい上がろうとしている人がいる。そのような人たちを、簡単に見放していいのだろうか？
私は絶対にそうは思わない。人にとって、苦しい中で差しのべてくれる手は唯一の光であり希望なのである。その希望は、普通の生活を送っている人間よりも、危機の崖っぷちにいる人にとってのほうが何十倍もの力となるのだ。
自分の身になって考えてほしい。

自分は病むほど反省をしたのに、話を何も聞いてもらえず、「犯罪者」という言葉でくくられてしまう。これほど悲しく苦しいことはないだろう。

犯してしまった過ちばかりに目を向けても何も変わらないので、その人の意思とこれからの希望を信じてみた方が明るい社会への近道になるだろう。重要なのは本人だけではない。七割いる周囲の人なのだ。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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